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福祉社会と感性
仏教文化と福祉の視点から　※
三友量順※※
はじめに
　感覚や知覚によって呼び起こされる心的体験の全体を感性（Sinnllchkelt）という。一般に感
性は，刺激や変化にたいして感覚を生ずる感受性というほどの意味で用いられてきた。感性と
感覚を一纏あにする事は出来ないが，言語表現が意味する内容は時代・社会背：景によっても変
化する。個人もしくは集団を取り巻く差別的な社会環境に無関心であることは，我が国では，
明治～大正期にかけてそうした社会の改革を訴えた人々によって「無感覚」という言葉で表現
されたこともあった。感性は単なる感受というパヅシヴ（受動）の面に止まらず，あらゆる場
面でアクティヴ（能動）となって発現される。感性は全人格的な成長にとっても不可欠なもの
である。感受性豊かな人間として成長する，それは彼もしくは彼女を取り巻く環境によって大
きな影響を受ける。この小稿で表題のテーマをたてたのは，哲学的な問題を論ずる事が目的で
はない。遺憾ながら昨今の福祉現場では，人間としての感性（感受性）が疑われるような言動
があったことが，新聞・テレビ等の社会面で大きくとりあげられていた1。但し，こうした報
道はこれが初出ではない。本学部の創設の頃，ある障害者施設で職員が利用者を嘲笑したよう
な川柳をつくっていたことが新聞でとりあげられ問題となったこともあった。勿論，こうした
報道によってすべての介護の現場を偏見で見てはならない。どの介助職員もひと知れぬ苦労の
中で，誠心誠意，愛情をもって仕事に取り組んでいる。一部の心ない者たちの言動によって全
体が批判されるべきではない。家族に代わってケアーをお願いせざるを得ない者たちは，介護
職員たちに皆こころから感謝の気持ちを懐いていることを忘れてはならない。その一方で，保
健制度への移行・サーヴィス業としての社会的位置づけにともなって，様々な現場の問題が生
じていることも事実である。制度や行政の枠組みとは別に，職業として選択する側の意識や姿
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勢にいよいよ倫理観が求められている。
　社会福祉学の領域に「感性福祉」が近年新たに加わった。わが立正大学社会福祉学研究科に
は，この分野の第一人者としての活躍が期待されている，梅澤啓一教授が先年赴任された。氏
が研究代表者となる今後のプロジェクト研究には，是非一員として参加させてもらいたいと考
えている。我々が一般に言う感性は芸術や教育面に用いられることが多い。特定の分野に止ま
らず，社会問題に対する問題意識も広く感性の領域に含む事ができるかもしれない。同時に宗
教・哲学，或いは心理学や自然科学での領域にも，科学的に解明されつつある自己啓発と大脳
生理学における脳の前頭前野との関連にも感性の問題は組み込まれる。まさに感性は学際的
（interdlsciplinaryDこ考察されるべきものであろう。立正「感性福祉」とも称すべき特色ある
広義の解釈や定義は今後のプロジェクト研究等によって，梅澤教授によって論じられることと
思う。今，梅澤教授からの指南に先立って，仏教でこれまで論じられてきた「感受（vedana）」
という視点から，社会福祉と感性に関する所見を，筆者のこれまでの体験を踏まえて以下に述
べてみたい。新しい「感性福祉」学に，周辺領域からの一考察がなにがしかの参考になればと
願っている。
1　感受（vedan五）と仏教の真理の旗印（法印）
　仏教のアビダルマでは，感覚を生ずる各種の器官（六根，六入）とそれぞれの対象（六境），
そしてその認識（六識）を分類配置する。どの一つが欠けても社会生活をおくるうえで困難を
生ずる。それらの器官（根indriya）と能力が正常に具備したものが健全であるという捉え方が
古来よりあった。我が国の山岳信仰などで人々が口にする「六根清浄」の成句はもともと仏教
文化にもとっくので，特に法華信仰の流布によって培われたものである2。大乗教典には，常
人としての能力を超えた超自然的な感官の力（bala）が宗教的な功徳（punya）によって得られ
るという事も強調されている。
〔六根indriya〕
1眼根
2耳根
3下根
4舌根
5身根
6意根
→
→
→
→
→
→
〔六境visaya〕
色（rUpa・かたちあるもの）
声（§abda）
香（gandha）
味（rasa）
触（spar§a・ふれられるもの）
法（dharma・概念や直観の対象）
〔六識vij飴na〕
←
←
←
←
←
←
眼識
二四
鼻口
舌二
身識
意識（こころ）
　視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚，そしてこころによる認識，そのいずれも正常に機能するこ
とが望まれていた。今日では感受はシノプスや神経伝達物質と脳の作用ということになるが，
古代インドではそれぞれの器官による感覚とこころによる認識とを分けて考えていた。仏教語
の「根」は感覚器官（感官）を意味する。器官や能力が欠けることはインドリヤ・ヴィカラ
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ター（indriya－vikalata）といい，漢訳仏典には「諸根不具（不備）」と訳された。男根が欠ける
とどうなるのか。視覚・聴覚の障害を克服して，世界に大きな感動を与えたのがヘレン・ケ
ラー女史（1880－1968）である。彼女がmy　role　model（私の務めの鑑）と仰いだ，我が国の盲
目の大学者・塙　保己一翁（1746～1821）を紹介した『塙保己一とともに』〔はる書房〕が最
近，本学部の堺　正一先生によって出版されている。是非，内外に推薦したい著作である。本
人の努力はもとより周囲の人々の協力が，障害を克服するために如何に大切なものであるかを
知らされる。
　生盲（ジャーティ・アンダ）の響喩が仏典にはしばしば登場する。原始（初期）仏典以来述
べられている「盲人と象の讐え（アンダ・ガジャ・ニャーヤ）」3ほか，盲人が医師の外科的・
内科的治療によって視力を回復し，その後半に修行によって超自然的な能力を得るという物語
も『法華経』「薬草喩品（0§adhi－parivarta）」の後半部分に登場する4。仏教の故郷インドには
風土病も多い。失明した学生を周囲の友人たちが手を携えて共に勉学に励んでいた様子は，筆
老はすでに1980年代初頭に留学先のデリー大学で見ている。「盲人と象の讐え」は，個人が体験
し学習したものは真理のほんの一部分であって全体ではないことを教え，相互理解と寛容な精
神の重要性を述べたものである。「薬草喩品」の讐喩は，視力を回復しただけで自分より優れた
人間はいないと慢心を懐いた男をいさめ，より優れた能力の開発に気づかせるのがテーマであ
る。視力を失った人々の醤喩は，それほど身近で説得力に富む題材であった。生汗ではない
が，アショー牛王の王子ク’マーラが，淫奔な継母の諜言によって失明させられて国を追われ，
放浪の末に父王にめぐり合うという物語を7世紀の玄弊三蔵が伝えている。王はやがて真実を
知って嘆き，徳の高い僧の指示に従って，人々の涙を集め，その涙で王子の眼を浄めたとこ
ろ，不思議にも王子クマーラの美しい眼は元通りになったというものである5。
　仏教のアビダルマでは我々を構成するものは5種の集まり（薙スカンダ）であるという。
色・受・想・行・識というこの五纏では，肉体（物質）とこころ（精神）を分類する際に，初
めの「色（rUpa）」が肉体（物質）的な要素すべてを指し，あとは受（veda甑感受）を含めて皆
心的作用の細かな分類である。原始仏教以来考察されてきたこころの考察は，やがて心性本
浄・仏性，或いは如来蔵・唯識説へと展開し，アーラや識（alaya－vij茄na，蔵識とも訳され
る。アーラヤはヒマーラや山のアーラヤと同じで，ヒマは雪をアーラヤはそれを蔵している意
味）を立てるに至った。大乗の論書『大乗起信論』にはアーラや識は真妄和合識とされた6。
〔五系藍pa溢ca－skandha〕
色（rOpa）
受（vedanの
想（sam値a）
行（samskara）
言哉　（vij道ana）
→　いろ・かたち
→　感受作用
→　表象作用
→　能動的なこころの働き
→　判断・認識する働き
先の六根の分類では最後の「意根」を
除いたすべてが肉体の各部分と関連し
ている。そこには感覚作用と肉体の各
部分とを結び付けた観察が活かされて
いる。自らの「眼」を求められるがま
まに施してしまうというジャータカの
物語が「シヴィ王本生」〔499話〕である。内容は今日の角膜移植やアイバンクを想起させる。
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神秘的な救済が強調された大乗仏教に比して，初期仏教に属するジャータカ文献では，インド
の宗教に顕著な業（カルマ）と業による応報の思想を踏まえつつも，現実的な対応がなされて
いることがわかる。例えば，求めに応じて眼を施してしまったシヴィ王は，やがて眼を復活す
るが，それは「超人的な眼（アマーヌサ・チャック）」であると述べられている。王が回復した
とする眼は実際の肉眼ではなかった。肉体の一部でも損じた場合には，それが元通りに還復す
ることは無いことを初期仏教のジャータカ（釈尊の過去世物語）では知っていたのである7。
　何らかの原因で失明する事がある。筆者は身近に2例を知っている。1つは単車の事故で頭
部を強打して失明し，そのために当時自失してしまっていた青年である。もう一例は小学校の
低学年の頃に罹った熱病のために視力を失った女性である。彼女はその後指圧の技能を修得
し，社会の荒波に翻弄されながらも独り子供を生み育てあげた。失明した青年の母が，息子の
視力の回復を信じて様々な信仰に救いを求めていた姿が記憶に残っている。その青年も現在は
どうにか自立の道を見つけ出したと聞いている。幼い時に視力を失った女性には，筆者は幾度
か指圧をお願いしたことがある。子供の頃に見た，季節の変化とともに移り変わる自然の光景
を，彼女はありありと細部にわたって記憶していた。視力を失ったことにより，彼女は，むし
ろそれまでの体験を誰よりもはっきりと記憶にとどめていた。視力を持たない彼女の感性が非
常に研ぎ澄まされていることを，僅かな会話からもうかがえることが出来た。それまで白杖を
持って歩いていた彼女は，最近は盲導犬を連れた姿へと変わっている。独りで盲導犬と暮らす
彼女は，これまでは近くに暮らす息子家族らと旅行を楽しむこともあったが，盲導犬を置いて
は家を空けることが出来ないことも漏らしていた。ペットや動物たちと暮らす誰もが体験する
ことである。
　聴覚障害のある方々が，手話をもちいて巧みに会話をしている姿を見かける。かれらが働く
ことが出来る環境として，接客は一般には困難に思えるかも知れない。しかし，ネパールの首
都カトゥマンドゥには，彼らを積極的に雇用している明るく規模の大きな喫茶店がある。店内
には，彼らのために動作や手話で話しかけてもらいたいという表示がスマイルマークとともに
貼られていた8。難聴のために最後まで徴兵されずに済んだと，筆者が指導を受けた研究科の
ある教授が語っていたことがある。難聴はともかく，まったく音を聴くことが出来ない沈黙の
世界は健常者には計り知れないことであろう。
　嗅覚に障害があると何が最も不自由なのだろうか。筆者は，初めてそのことを教えられた。
一人の老人からである。過日，東京での隣家の老主人とたまたま近くの耳底の道のりで出会っ
た。身体の不自由な夫人の身の回りの世話を独りで行っている彼は，現在90歳になったと語っ
てくれた。まったく健康そうに見える彼が，たった1つ不自由なことがあると言う。それは嗅
覚障害であった。戦後復員した彼は，故郷を離れて東京に移り住んだ。南方戦線で数年間を過
ごした彼は，その時マラリヤに罹った。その際に受けた手当ての後遺症で嗅覚を失ってしまっ
たと話してくれた。それ以来「腐敗臭にまったく気づかない」ことが最も不便なことであると
言う。冷蔵庫を利用していても，いたみに気づかずにしばしば食中毒を起こしてしまうことが
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あるらしい。床に伏している夫人がいつも心配しているのは，その事だと語った。戦後すでに
61年を超える歳月が経過した。戦争の傷跡がまだ，こうした市井の片隅にあることを知らされ
るのである。
　味覚には甘・塩・苦・酸・辛・渋の6種（六味）が仏教では伝統的に分けられている。和語
にはそれ以上に味覚を表現することばがあることは，感性の比較の上からも興味深い。食べ物
は命の糧である。古代インド哲学でも食は重視された。純粋思考（チッタ）は食物から順次導
かれるという9。我が国では食べ物にも敬語を付けることがある。鎌倉時代の道元禅師は「お
粥」「お斎」というように敬語を付した。最近のある新聞のコラムに「お」付けことばがとりあ
げられていた。コラムニストの論点に欠けていたのは先人たちの伝えてきた食べ物を敬うとい
う精神である。すべてに「お（御）」を付けてよいかどうかではなく，敬い感謝するというここ
ろが伝えられていたことは忘れてはならないだろう。和語の「たべる」は賜るからきていると
いう。自然の素材のもつ色や味わいを楽しんできた日本人が，最近は海外に行って昔の懐かし
い味わいのある野菜に出会うことがある。農薬や化学肥料を与えない自然農法への回帰が地方
でも注目されている。しかし作物を育成させる苦労は並大抵のものではない。筆者はインド滞
在の折りに，町角の露店からときおり野菜を買って簡単な調理をした。1980年代初頭である。
すでに新聞紙面にはその頃，ファティライザー（農薬）を利用して生産をあげようというス
ローガンが片隅に掲げられていた。だが当時は，買い求めたオクラやナスを切ると，どの小片
にも蝶の幼虫がちゃんと鎮座していた。農薬を使用レていない証であることをインド人の友人
が誇らしげに語っていたが，幼虫を彼らの快適な住まいから追い出すことに気が引けてそのま
ま野原に返してやったことも幾度かあった。
　触覚は，先のヘレン・ケラー女史がことぽを習得した際の体験を思い起こさせる。他の感覚
に頼ることの出来ない時には触覚は大切な認識手段となる。視力や聴力ばかりではない。手足
の痺れや麻痺はやがて老年となると多くの者が経験する。残念ながらいずれの感覚も鋭敏な時
には，その有り難さに気づくことが少ない。五感の直接感覚によってぽかりではなく，感官に
何らかの障害を持っていても体験できる感覚がある。愛らしい嬰児を抱くと誰もが頬ずりをし
たくなる。身体の一部であっても直に触れていることは子供のみならず大人でも安らぎを感ず
る。チベットでは舌を出して，両手の掌を相手に示すことが正式の挨拶であった。ひとを斜め
るような人間は舌が黒いと信じられていた。これは握手のように直接相手に触れる挨拶ではな
いが，感受という面から考えれば，我が国の低頭同様に視覚にうったえるものである。本学部
との語学研修での提携校SIT（Southern　Institute　of　Technology）のあるニュージーランドの原
住民たちには，鼻と鼻をすりあわせる独特の挨拶法がある。
　知覚は感官の刺激によって生ずる意識を言うが，仏教ではマナス（意）を独立したものとし
てたてる。その意の対象である法（ダルマ）には普遍的真理，義務，宗教ほか広範囲な意味を
有する。その他に仏教独自の用法としてあらゆる事物（もの）をいう場合もある。意識はマ
ノーヴィジュニャーナ（manovij飴na）という。第6意識のことである。俗に直観を第六感とい
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うのは五感を超えた感覚のことを指すが，それは第6識以上の意識全体を意味している。唯識
説では第7・第8に無意識な識（末那識，アーラや識）を立てる。知によるモークシャ（解
脱）は古代インド哲学以来のもので，仏教では智慧（般若pa節a，　pra漁）として重視された。
因みに，サンスクリット語では，知るという語根ザ」飴から派生するunderstandingを意味す
るvij海na（ヴィジュニャーナ）と，knowledgeを意味するj鯨na（ジュニャーナ），そして
wisdomを意味するpraj飴（フ．ラジュニャー，現代ヒンディ一語ではプラギヤーと発音）を区別
する。単なる理解や知識，或いは方法・技術の習得ではなく，これからの社会福祉に必要なも
のはそれを正しく社会にいかすwisdom（智慧）である。
　仏教が真理の旗印（法印）としてあげるものが，諸行無常・諸法無我・浬樂寂静に「一切皆
苦」を加えた四法印である。我々が感受するものはすべて苦（ドゥカ）であるというのが一切
皆苦の意味である。当然，感受（ヴェーダナー）には，快感（楽受）も不快感（苦受）もその
何れでもないもの（不苦車楽受）も含まれる。しかしそのすべては苦であるというのが「一切
皆苦」という真理の旗印として掲げられている。五感によって得られる感覚に喜びを見いだし
てはいけないことは大乗経典にも説かれている10。苦は楽（スカ）に対する。仏教文化での楽は
こよなきやすらぎをいい，初期仏典にはそれはさとりと同義であった。原始（初期）仏典を見
ると，しばしば人生の苦が強調され大乗経典においても我々の住む世界は「火宅」に讐えられ
た。それらを見る限りにおいては厭世観が強く前面に出ているように感ずる。但しそれは出家
修行僧たちに，世俗的な欲望や執着を離れて仏道に専念させるためのものであることがわか
る。もともとインドの叙事詩には悲劇が無いことが指摘されている。ヴェーダ聖典の宗教以
来，ひとびとはむしろ楽観的であり人生を楽しむ傾向が強かった。それは仏教にも影響を与え
ている。釈尊ゴータマ・ブッダが他の何れの宗教の創始者よりもユーモアを解したことは，イ
ンドの知識人自身が指摘するところである11。
　否定的・消極的表現の中に肯定的・積極的なとりくみの必要性を見いだすことは可能であ
る。もともとインドの宗教の1つでもある仏教にも宗教的・超俗的な生きかたを賛美するあま
り，否定的・消極的な表現が多く見られる。ところがインド的なそうした表現が，漢訳経典に
なるとしばしば肯定的・積極的な表現に改められていることがわかる。受動が能動へと変化し
ている事も，インド的なものが中国的に受容された一例である。それは漢字文化圏に広く見ら
れるものである。我が国の第55代総理大臣であり，かつ本学の第16代学長でもあった石橋湛山
先生のしたためた墨跡に「常漆塗」の扁額がある（写真．A）。石橋先生はこのことばを好ん
だ。それは法華経「常不軽菩薩品」に登場する固有名詞としてのボサツ名であると同時にその
精神を表すものである。この常不軽菩薩の原名はSad巨一paribhataという。ひとから軽蔑されて
も，人々を敬い彼らに仏性のあることを決して疑わなかったかのボサツこそが，釈尊の過去世
の姿であるという内容がこの章（品）に述べられている。大乗のジャータカとも言うべき物語
の！つである。このボサツ名は古典サンスクリット文法通りの解釈では「常に軽蔑された（過
去受動分詞）」となる。最：古の漢訳法華経（竺法護Dharmarak§a訳r正法華経』3世紀末）で
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は「常三二慢（常に軽四された）」と語義通りに訳出されている。ところが羅什訳『妙法蓮華
経』（5世紀初頭）には「常不軽（常に軽んじない）」と訳された。明らかに受動から能動へと
変化しているのである。いつも他者にたいして敬意をいだき決してひとを軽んずることのない
ボサツは，現代にも理想の人格と言うことが出来るであろう。この「常不軽」ということば
は，本学の社会福祉学部のアイデンティティーを表現するキーワードともなるものである。他
のどの福祉教育・養成機関にもない人間尊重のこのことばは，学部創設10周年を過ぎた今，特
色ある立正福祉をあらためて考える上で，その精神を表す最も象徴的なものであるからであ
る。
1　福祉行為主体としての自己
　アタラクシア（ataraxia泰然自若）やアパテイア（apatheia無感動）が理想の状態であるとい
う理解は，古代ギリシャのみならず，古代インドの宗教・哲学にも共通していた。理想の宗教
者を表現するものにインドには牟尼muniということばがある。釈尊ゴータマ・ブッダを尊称
して釈迦牟尼世尊という時の牟尼がそれである。牟尼は「沈黙の誓願をたてた聖者」を意味す
る。仏教の教団（僧伽サンガ）内でも，ひたすら瞑想・修行に精励する出家僧たちは，最初期
には一般の人々にたいして特に法を説くということをしなかったようである。『律蔵』には定
期的集会（布薩ウポーサタ）が催されることになった経緯と，その頃の様子が伝えられてい
る12。当時，仏教以外の諸宗教では定期的に集会を開いていた。マガダ国王ビンビサーラは，釈
尊に，仏教側もそうした集会を開いてはどうかと提言した。そこで，僧伽でも同様に布薩を行
うことになった。ところが，集まった人々にたいして仏教僧たちは何一つ法を説くことはな
かった。彼らはそれを王に伝えた。ビンビサーラの提言を再び受けて，釈尊は人々に法を説く
ことを許し，それによって僧伽の僧たちが法を説くようになったと言うのである。
　それでは出家僧たちは無感動であったかというと決してそうではない。真理を愛する
（dharma－prema）ためにある時には彼らは涙することもあった。仏教の根本精神とされる「慈
悲」は，無感動・無活動であっては実現されないからである。概して，初期仏典は理知的でか
つ冷静な態度が顕著である。その理由は，伝えられてきたものは殆どが出家者もしくは出家を
志す者たちにたいする教説であったからである。その中でも唯一の例外が，釈尊の侍者であっ
たアーナンダ（三二）に関する伝説である。彼は，女性の出家を釈尊にとりなしをし，． uッダ
の三葉の際には仏弟子の中で一人悲しみにくれている様子が仏典に伝えられている。心情をす
なおにあらわし，女性をあたたかく励ました仏弟子，それがアーナンダであった。更に，彼が
説いたとされる初期仏典における教説は，他の誰のものに比してもわかりやすいことが指摘さ
れている。後の大乗仏教が従前の部派仏教（大乗から「小乗（hina－yana）」と販称された）に対
してそなえた特色，すなわち教説がわかりやすく，心情に強く訴えるというその特徴が既に
アーナンダにそなわっていたことは注目すべきであろう。但し，伝統的な部派仏教では，その
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ために彼には幾つもの各があり，なかなかさとりを得られなかったという伝説まで生まれるこ
とになった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　仏教の法印の1つには「無我」説がある。先に，否定的・消極的なものから肯定的・積極的
なものへということを述べた。現在，社会福祉学研究科に籍を置く筆者がテーマとしているの
は，福祉社会の実現という視点から仏教思想の現代的・合理的理解と解釈を試みることであ
る。仏教の無我説に関しても，これまでの解釈に対してより現代的な試みが必要となる。それ
は「我（アートマン）」を積極的に肯定してみようというとらえ方である。仏教において否定さ
れたのは煩悩（クレーシャ）の基体としての自己（自我）であって，道徳的・倫理的行為主体
としての理想的な自己（アートマン）を否定するものではない。依頼を受けて集中講義をして
いるさる教育機関で，受講生たちに仏教の無我について質問したことがある。すると，「自分一
人で存在できるものではない，それが無我である。」という応えがかえってきた。すべてはより
て起こるという仏教の「縁起」説から無我をとらえたものであるが，型通りの応答を予期して
いた筆者には，大変，新鮮に感じられた。「空（シューニャ）」を縁起（pratltya－samutpadaよ
りて起こる）とみるのは龍樹（Nagarjuna）以来の伝統的なとらえ方である。無我を縁起ととら
えることも当然可能である。
　筆者は，この無我説を現代的に把握するために次のような自己把握と自己実現の展開を考え
ている。誰でも自分自身が最もいとおしい。初期仏典にも「自己より可愛いものは存在しな
い」〔サンユッタ・ニカーヤ1，3．2〕と言う。先ず，そこから出発する必要があるだろう。
自らの痛さを知ることである。その痛さのなかで自己以外のすべての価値は否定される時があ
る。理想的な自己実現はそこから見いだせると思う。自らの痛さを知らない者は他者の痛みに
気づくことはない。自分自身を本当に大事にする者は，他者を傷つけることはできない。他者
にもいとおしい彼自身の自己が存在しているからである。自分自身を本当に愛する，それは仏
教の無我説と別ではない。なぜなら，自分にとってしてもらいたいことこそが，他者が望むこ
とであり，同様に，自分にそうしてもらいたくないものは，他者にもぞうすることは避けなけ
ればならないからであるB。7世紀の大乗の学僧シャーンティ・デーヴァの言う「自他の転換
（para－atma－parivarta）」がこうして可能になる14。行為主体としての自己が，自分自身をいと
おしむことがなければ，転換は必要でないのである。数値化されたものを評価対象とする時
に，そこに潜む不確実性・危険性が社会のあらゆる場面に現れてきた。作為的操作がしばしぼ
大きな社会問題となっているのもその一例である。それは得点を重視してきた教育の現場にも
言えることである。本来の教育であるべき理想の人間性の実現が，受験戦争という商業強食主
義に翻弄され，勝者・敗者ということばに象徴されるような格差のある社会が当然であるかの
ような発言が持て難されて今日に至っている。努力する者を蔑むような風潮は勿論いけない。
しかし努力なら何でもよいわけではない。そこに仏教文化に説くサムヤック（三貌samyak一正
しい）が必ず付されなけれぼならない。努力は常に「正しい努力（samyak－virya正精進）」でな
ければならないのである。仏教で説く「八正道」〔正見・正思・正語・正業（正しい行為）・正
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命（正しい生活）・正精進・正念（正しい想念）・正定（正しい瞑想）〕にはすべてサムヤック
が付せられる理由がそこにある。ただ努力することだけを奨励しても，それが人類社会の福祉
に結びつくものであるのかどうか，教育者はその点を教え伝えるべきであると思うのである。
真の愛国心が何かが問われることなく，～戦争・～戦略ということばに与されるような教育の
中でどのような愛国心が育てられるのだろうか。或いは自分を無にして愛国心を培うと言うの
であれば，これまでの歴史がその危険性を充分に証明してくれているはずである。自分自身を
大切にすることなく〔それは他者を思いやるという意味も含めて〕愛国心が培われることは無
い。「君子愛財　取之有道（君子は財を愛する，〔しかし〕それを取るに道あり）」（この典拠に
関しては『東方』第5号，1989年に中村元博士の論文が載る），こうした経済倫理は東洋人すべ
てが求めてきた。理想実現のためには手段を選ばないということであってはならないはずであ
る。手段がそれでよいのかどうかを問わねばならないのである。今日の，手段を選ばずに富を
求め，勝ち組（？）を宣言する彼らのほとんどが他者の痛みを知ることがない。彼らが真に自
分自身を愛していたとは思えない。彼らの主張する自己こそが，仏教の無我説で否定された欲
望の基体となる自分本位の自己に他ならないのである。
　自然界の生物は種の保存のために，ある時は擬化し，ある時には自らの存在を誇示する。小
動物も感覚を総動員して危険を察知していた。人間も，すべての感覚をもって自然を感受すべ
きことを宮澤賢治が『農民芸術概論』「農民芸術の製作」のなかで述べている。宗教的反省を踏
まえれば，たとえ快感と壁も感受するものはすべて永遠ではなく刹那滅であり，それ故に永遠
を求めるものにとっては苦しみであるという仏教の法印は説得力を持っている。しかし永遠で
はないからこそ限りある命をいとおしむことも出来るのである。そして命をいとおしむならば
働きある全ての感覚を総動員することが必要であろう。古代インド哲学で論じられていた，死
の神ヤマからナチケータス青年が教えられたように15，生も死も生成発展の異なった局面であ
り（生死一如）であるならば，苦楽も一如と受け取ることが現代的な解釈となるのである。
　介護の現場で黙々と世話をする彼らに，筆者は称賛と感謝の念しか生じない。職業だからと
いう理由だけではない。なぜそこまでして介助をしなければならないのかという思いは，周囲
からも或いは当事者からもよぎると思う。しかし放置出来ないという思いは，介護に携わる誰
にもある。福祉は慈善や善意，或いは単なる幸福ではないと言われて久しい。福祉を社会事業
の一貫として捉え，組織的・継続的に社会に実現されなければならないと言う。たとえ社会科
学的にはそうであっても，善意・よきこころを放棄してはならないだろう。それが人類社会に
おける普遍的な義（ひととしてなすべき事・ダルマ）と見なすことが出来るからである。中村
元博士は大著r普遍思想』〔選集別巻2〕（1999）に，「全人類に普遍的真理は，善意，良きここ
ろ，にほかならなかった」（p．552）と述べられた。どの職業においても普遍的な倫理と呼べる
ものである。同時に筆者は，福祉の現場にはユーモアが必要であると考えている。深刻すぎて
もいけない。感受性の豊かな者はユーモアにも敏感である。自他ともにこころ楽しくなる。
ユーモアはそういうものでなければならない。但し，初めにあげた福祉現場での一部の言動
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は，もし当事者がユーモアであると言うのならば，それはブラック・ユーモアでしかない。自
分も相手もともにそのこころない言動によって傷つけることになるからである。
　一人の女性がいる。商売とはまったく無縁な環境で育った彼女は望まれて結婚した。嫁ぎ先
の義父母たちも程なく他界し，続いて夫も早く亡くした彼女は，女手一つで家業を支えどうに
か二人の子供たちを育て上げた。バブル期を過ぎての三代目渡る家業は傍目からもその苦労が
しのばれる。加えて，夫の両親の死後は彼の姉妹たちが生前の親族立ち会いの上で取り決めた
約束を無視して法的財産分与を主張し，その結果，家業を維持するために莫大な借財のみが残
された。その利息の返済だけでも経営が難しいことは歴然である。ある時，筆者は尋ねたこと
がある。何故，そうまでして仕事を続けるのかと。すると彼女は，筆者が期待していたとお
り，それでも「楽しいから仕事をしている」と応えた。どんなに辛くても「楽しい」と言える
感性を讃えずにはいられない。
　知的障害をもつ利用者たちの施設を，筆者はある年の新入生たちと訪問した。すると，その
施設長が本校からのボランティア学生たちの事を嬉しそうに話してくれた。彼女たちは，1日
体験ボランティアで以前にその施設を訪問した。その時の印象がとても楽しくて，再びすすん
で応募してくれたと言う。社会福祉学部の一教員としてとても誇らしい思いであった。普通な
ら顔をそむけたくなるようなこともあるだろう。失礼だが，逃げ出したくなることもあるかも
知れない。しかし，それでも「楽しい」と言える彼らにこの上ない豊かな感性を感じるのであ
る。楽しいことなら続けられる。まさに苦楽一如と言うべきものである。
　文学・芸術，或いは音楽，ひとはさまざまな領域で感性を啓発される。同時に自然科学や社
会科学も感性と無縁ではない。普遍的な真理を人々が探し求めてきた歴史には，あらゆる科学
が含まれていたからである。あらゆるものに意義を認めるのは，仏教では「一乗（エーカ・
ヤーナ）」の語で表現される。寛容と融和の精神を代表することばでもある16。すべてが究極の
理想に通じるものと見るからである。知的障害のある児童や利用者たちの創作が，原初のかた
ちとも呼べる芸術性豊かな作品となって表現されていることに驚嘆することがある。我々が忘
れかけている原初の美しさを，彼らは無造作に造り上げている。ひとはすべての感性をもって
対象に向かう際に，明らかな意図〔それは作為的と言う意味で〕は必要ではないのかも知れな
い。六根が対象に向かう時に，如何なる刺激も彼の感官を破壊することのないことがr法華
経』「法師功徳品」に述べられている。それは宗教的なメリット（功徳punya）によってのこと
であると言うが，感受する側の受け取り次第によって，すべての感官が美しくよきもめのみを
感受することがあると合理的に理解してもよいであろう。楽しさを感じることが出来さえすれ
ぽたとえ不浄や苦しみの充満したところでも理想世界（浄土）に他ならない。そうさとること
が仏教文化のとらえ方であった。理想的な福祉社会の実現のためには，つねに福祉従事者は自
身の感性を問い直す必要があるであろう。そして，仕事が楽しいのか，ほこり（宗教的に言え
ば使命観）を持っているのかも。
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まとめに
　一般に「感性」という時にそれは感受性と同義に用いられてきた。感受性は他者を思いやる
こころの基としても重要である。感受性豊かな人間に育む，それは単に感覚器官（感官）によ
る受動的な能力を開発するという意味ではない。感受が更にパラ・ヒタ（他者の幸せ）のため
に能動的に展開するという意味を含めての現代的な「感性」のとらえ方も必要である。仏教の
アビダルマでは感覚器官（能力）として，六根（眼・耳・舌・身・意）の中に「意（マナス）」
を加えた。我々は様々な感覚器官を総動員して対象をこころに留めている。中世のわが国の仏
教老は，耳で聴くのではなく目によっても聞かねばならないと説いた〔道元『正法眼福』別
輯〕17。単なる聴覚ではなく，全身で傾聴しなければこころに深く刻み込むことが出来ない。道
元禅師（1200－1253）はさとりは心でなく身体で得べきであるとも言う〔『随聞記』第2．26〕。
日蓮聖人（1222－1282）は体現的読書（色品）を主張した。知識（knowlede）や技能（skill）を
習得することも大切である。しかし，社会に正しく知識や技能を実現するために必要なものが
智慧（wisdom）である。仏教文化に伝えられてきた智慧は他者を思いやるこころに他ならな
い。まさに「善意・よきこころ」である。日蓮聖人は「佛の御心はよき心なり」〔『随時意御
書』〕とおっしゃられた。釈尊ゴータマ・仏陀は「善を求めて（クサラ・アヌエーシ）」〔アン
グッタラ・ニカーヤ〕出家をされたのである。昨今，福祉現場における一部の職員のこころな
い言動が社会問題となった。職業倫理とともに改めてひととしての感性が問われている。それ
は他者の痛みを知るという意味において改めて考える必要がある。仏教の秘奥は「自他の転換
（パラ・アートマ・パリヴァルタ，他者と自己との置き換え）」であると7世紀の大乗の学僧
シャーンティ・デーヴァは述べている。他者の痛みはわが痛みである。他者はわが父母であ
り，わが兄弟姉妹であり，わが妻子である。そう受け取ることが大切である。「一切の有情はみ
なもて世々生々の父母兄弟なり」〔r歎異抄』〕と親鶯聖人（1173－1262）は述べた18。そして何よ
りも，「常に（ひとを）軽んじない＝常不軽」という人間礼拝の精神こそが，福祉には不可欠で
ある。ひとが物として扱われてきたイデオロギーの線上に福祉が置かれるべきではない。福祉
教育のみならず，愛国心を育てる教育に重要なものは，決してひとを物として扱わないという
この一点に尽きると言ってよい。「我深敬汝等　不敢軽慢（われ深く汝等を敬う，敢えて軽慢せ
ず）」，そう発したのは釈尊が過去世にボサツであった時のサダー・パリブータ（常不軽菩薩）
である。「常不軽（じょうふぎょう）」のことぽは，わが立正大学の建学の精神の礎となる『法
華経』の教えである。そして立正大学第16代学長・石橋湛山先生が好んで墨跡にしたためられ
た言葉でもある。
　自己を愛することは他老の自己をもいつくしむことである。エゴイズム（利己主義）やエゴ
セントリズム（自己中心主義）によっては，自己を真にいとおしむことは出来ない。それに対
してインディヴィジュアリズム（個人主義）は，他者のかなしみや痛みに，そして他者の喜び
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にも敏感であることによって実現される。他者のかなしみや痛みを六根のすべてをもって感受
する，それをインドのことばではアヌカンパー（anukampa）と言う。原意は他者のかなしみや
痛みにふれて（anu一）自分の身体が震える（〉「kamp）ことを意味する。仏教語でいう「慈悲」
を現代的に理解できることばである。同情や共感を意味するこの言葉は感性教育（福祉）を考
察する上でのキーワードの1つとなるであろう。
罫∵・麟：．」　　　雛
　　　し　　　　懸
　　　　蕪
　．ﾗき・｝．黙ミ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真．A）
〔註〕
1　『読売新聞』平成18年8月上旬の社会面などに，ある特養の施設で利用者に対する職員による性的
　暴言のあったことが報道された。民放テレビ局でこの問題をとりあげたところ，退職をしたある施設
　の元職員が匿名で，そうしたことが彼女の周囲にもあったことを語っていた。同時に，家族からはた
　だ預かってもらうだけで感謝をしているという内容のファックスが幾通も届いていたことを紹介して
　いた。実際に家族の介助に携わった者たちの殆どは感謝の気持ちを懐いている。だからと言って一部
　の介護職のこころない言動が許されてよいと言うわけではない。多くの介護の現場で職業に誇りを
　もって働く方々にとっては，全く心外な出来事である。しかし，この問題は現場の多くの職員のみな
　らず，これから福祉の現場で働こうとする若い人々に注意を喚起させたという意味でのポジティヴ・
　シンキングに受け取るべきであろう。初期仏典には「人は生まれた時には，実にロの中に斧が生じて
　いる」〔サンユッタ・ニカーヤ1，20．7・中村　元博旧訳『ブッダ神々との対話』（1986）p．24〕と言
　う。言葉による行為（口業）を常に慎まなければならない。
2　六根清浄のうち，身根の清浄は仏典では「完全に清浄な身体（pariぎuddha－atmabhava）を意味する
　　〔3α4励αγ㎜α一ρ槻4αプi々α，chap．　XIIIV〕。眼根ではp臨yati（見る），耳根ではsrnoti（聞く），鼻根で
　はghr勿ate（嗅ぐ），舌根では味（rasa）を巨svadayati（味わう）ことと，深遠な声（gambhira－ghosa）
　で語る（prabhasate）。そして身根では完全に清らかな身体（atmabhava）となって，それは瑠璃
　　（vaidOrya）から出来ているように清らかであるという。最後の意根は種々に識別する（vividhan
　prajanati）ことが出来るという。こころの認識作用全体を指している。、∫αゴ融α7規αρ即4αri々α，　ed
　by　H．　Kern　and　Bunyu　Narljio，　Osnabruck　1970（Bibliotheca　Buddhica．　X），　pp．354－370．
3　衆盲摸象喩（andha－gaja－nyaya）は原始仏典（び面ηα，　VI，4．　Pα‘加彿α加滋漉疏iyα一∫説α）や大
　乗経典（大乗浬葉経「師子吼菩薩品」）のみならずジャイナ経典にも登場する。
4　「薬草喩品」の後半部分は，羅什訳『妙法蓮華経』には訳出されていない。初訳の『正法華経』も羅
　国訳に続く『添字妙法蓮華経』，現存のサンスクッリトMSS，あるいはチベット語訳法華経にもこの部
　分は存在している。空思想の顕著なこの部分を殊更羅什は翻訳しなかったのでは，という見解もある。
　拙論「添品妙法蓮華経，薬草喩品後半部分書き下し」（1997）『大倉山文化会議研究年報』第8号。
5　拙著r玄鼻』（1998年）清水書院，pp．98－100参照。寝ている王の歯形を付けて封じた偽りの命令書の
　ために，王子は両眼を挟られてしまった。阿羅漢ゴーシャの説法を聞いて感涙した人々の涙を集め，
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　王子の眼を洗浄したところ，王子の美しい眼はもとの美しさを取り戻したという。
6　『大乗起信論』の詳細な解説は平川　彰博士による『仏典講座22・大乗起信論』（1989）大蔵出版が
　ある。自己の心が自性清浄心であることに目覚めることが「起信」の意味である事を平川博士は述べ
　ておられる。
7　釈尊の過去世物語ジャータカには最も信頼のおける邦訳として，中村　元博士監修・補註の
　『ジャータカ全集』全10巻〔春秋社〕がある。『ジャータカ・マーラー』の第2話にもシヴィ王の物語
　を収録している。失われた眼の復活に関する記述を比較することも興味深い（cf．　P。　L．　Vaidya　ed、；
　ノ配α々α一A4δZδby　Arya　Sora，　The　Mithila　Institute　l959．）。この邦訳には杉浦義郎氏による労作
　『ジャータカ・マーラー，仏陀の前世物語』〔富山・桂書房1990年5月〕があることを紹介しておきた
　い。
　　インドの奇談とも称されている『屍鬼二十五話』（1979）〔上村勝彦訳，平凡社・東洋文庫323〕の第
　16話には，ボサツであった王子の物語を挿入する。仏教以外にはインドではボサツの語は用いられな
　かったが，ボサツをテーマとした仏教のジャータカ物語がインド文学にも大きな影響を与えた一例で
　ある。物語では，ガルダ（金翅鳥）に自らの肉体を施した王子の姿は元通り還復している。成立的にも
　インドにおける大乗仏教の最後期の時代（11世紀）となるが，そこにも神秘的な救済が色濃く描かれ
　ている。
8　拙論「ネパールの古都パタン滞在報告」（1999）『人間の福祉』第5号，p。296写真参照。
9　σ舷η♂ogッα一びヵ，，には認識（vij温na）や瞑想（dhyana）・純粋思考（citta）・決意（samkalpa意
　欲）もすべて食物（anna）から順次に展開すると考えられている。中村元博士著『ウパニシャッドの思
　想』（1990）春秋社，pp．321－325参照。
10　『法華経』「六喩品第三」には五欲（五感の対象の享受・悦楽。総じて世俗の欲望をいう）の対象に
　喜びを見いだしてはいけないと説く。岩波文庫本『法華経』p．175．
　　松濤誠廉i教授他訳『法華経1』（！975）〔大乗仏典4，中央公論社〕pp．74－75参照。
11　中村　元博士著r普遍思想』（1999）春秋社，p．202参照。　S．　R順dakrishnan（1950）7「加
　0んαηzηzα♪α4α，Oxford　University　Press，　p．71．
12　『南伝大蔵経・律部三』（1938）大品・布薩三度，pp．180482．
13第22回・庭野平和賞（22d　Niwano　Peace　Prize）の受賞者は万国宗教者会議（Parliament　of　the
　World’s　Religions，　Chicago　I993）において地球倫理宣言（Declaration　Toward　a　Global　Ethlc）を提
　案し採択されたHans　KUng博士である。博土は，授賞式のCommemorative　Address（2005，5，　l　l，東
　京プレスセンターホール）でこの仏典（Samyutta－nik巨ya）の言葉を引用して地球倫理確立の必要性を
　受賞の挨拶で述べた。立正大学社会面祉学部研究所『年報』（2006）第8号，pp．138－139参照。
14　Bo4痂。αリノ⑳α麺rα（Bibli6theca　Indica），　VBattacharya（ed．），　The　Asiatic　Society　Calcutta，1960，
　VIII－120，
15　カータカ・ウパニシャッドに述べられるこの物語は，佛教の生死観とも関連する。成立的には大乗
　の興起時代にも重なるこのUp，に佛教からの影響も指摘されている。前掲rウパニシャッドの思想』
　PP．535－538参照。
16　『宗教と寛容一異宗教・異文化間の対話に向けて一』（1993）宝積比較宗教・文化研究所・大明堂，
　L1，L4参照。
17　「をほよそほとけの聲をきくには，みみにしてきき，まなこしてきき，乃至ねぶれるなかれ。さむる
一65一
福祉社会と感性（三友）
　あいだ，六根いつれも佛音聲をきこへざるなし。」〔r正法眼蔵別輯下巻』「佛向上事」〕。「耳目」は単な
　る「聞くことと見ること，みきき」という意味だけではなくひとを指導する能力のある者も意味した
　〔『聖徳太子伝暦』〕中にも見いだせる。
！8　親驚『歎異抄』5，親鷺聖人が「父母の孝養のために一辺の念仏も申したことはない」と言う，その
　理由としてこのことばを述べている。岩波文庫732，p．42参照。
〔付記〕
　記憶や意思を主につかさどる脳の前頭前野の鏡（ミラー）細胞の刺激が幾度も重なることによってや
がて彼の確かな記憶や意思となっていくという〔平成18年9月15日，am　6：45，　NHKラジオ第1放送〕。
ミラー細胞に恒常的なよき刺激を与えると，よい性向や強い意思となって記憶が確立されるということ
になる。ポジィティヴ・シンキングの効用も，福祉におけるユーモアの必要性も科学的に説明できるこ
とになる。こころ静まる音楽，良書の読書，芸術鑑賞などの刺激を多く受けることが理想的な自己実現
に密接に結びつくとすれば，現今の学級崩壊や家庭崩壊の要因の1つが自ずから明白となろう。
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